
「『交響曲第５番ハ短調魅力発見!発信プロジェクト」（２年） 藤沼 明里授業者：

「学習の個性化」を充実することで期待する生徒の姿

・音楽的な見方・考え方を働かせながら、課題や自分に合った見方・考え方を選択し活用・実践

する姿

・多様な音や音楽、音楽文化への興味が広がり、主体的に学びをつなげて理解を深めようとする

姿

「学習の個性化」を促す手だて

・生徒個人の「興味・関心」をベースにした課題設定

・題材全体を見渡せるワークシートの作成

題材概要

「交響曲第５番ハ短調」のよさや魅力について、音楽的な見方・考え方で聴き深め、曲や演奏に対

する評価とその根拠について考え、他者へのプレゼンテーションを行う。

第１時 動機やソナタ形式について理解する。

◎動機について理解する。

・曲と出会い、最初の印象を書く。

・楽曲の一部を鑑賞し、動機のリズムが出てくる回数を数える。

・楽譜をもとに、動機がどのように反復・変化しているか確かめる。

◎ソナタ形式について理解する。

・楽曲がソナタ形式でできていることを知る。

◎各自で視点を選択し、提示部を聴き深める。

・鑑賞の視点(音楽の要素など)から、着目する視点を選択し、提示部を鑑賞する。

・聴き深めてわかったことや新たな疑問などをグループ内で発表する。

第２時 各自の視点で聴き深め、曲の魅力を見つける

◎前時を振り返る。

・第１楽章提示部のよさや魅力についてグループ内で振り返る。

・再現部からコーダまで全員で鑑賞する。

◎各自で鑑賞の視点や計画を立て、聴き深める。

※ウェビングを用いて、楽曲を形づくっている要素や視点を見つける。

※視点（音楽の要素）や鑑賞計画を立てて、個人で鑑賞する。

・プレゼンテーションに向けて、楽曲のよさや魅力について、根拠をもって説明できるようにまと

める。



第３時 新たな疑問や課題を自ら立てながら、魅力を見つける。

◎前時を振り返り、計画を見直す。

・鑑賞するときに選んだ視点（音楽の要素）や見つけた魅力などについてグループ内で情報交換す

る。

◎プレゼンテーションに向けてまとめる。

※鑑賞している楽曲のよさや魅力について、視点（音楽の要素）以外にも興味があることがあれ

ば自由に調べる。

第４時 交響曲第５番のよさや魅力を発信する。

◎交響曲第５番のよさや魅力について発表する。

・４人グループで、パワーポイントや音源を使用しながら発表する。

・学級全体の中から数名代表で発表する。

◎学習のまとめと振り返りを行う。

・探究や友達の発表をもとにウェビングに赤で書き足す。

・第１楽章を鑑賞しながら学習を振り返る。

本題材を通して、生徒たちは自らの興味や関心をもとに立てた(選択した)課題について、自分に

最適な方法(音源・文献・インターネット・楽譜・総譜)を選択しながら、探究をすることができて

いた。共通課題を「曲の魅力を見つけること」と設定し、視点(音楽を形づくっている要素や曲の

背景など)を選択させることは音楽科における学

習の個性化に有効だと感じた。第４時に行ったウ

ェビングに追記する活動では、生徒が単元を通し

て得た学びや友達の発表から得た新たな視点を次

々と書き足す姿が見られ、「個性化」をすること

でそれぞれの知識や関心の幅が広がったり、深ま

ったりすることがわかった。

課題としては、音楽科の年間計画の中でより効

果的に個性化を取り入れるためには、単元計画の

段階で、発表形態(今回はポスターによるプレゼ

ンテーション)をコンパクトにして、より短時間

で探究ができるよう工夫していく必要があると感

じた。


